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｜ １. 過熱水蒸気装置イメージ
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｜ ２. 本装置の特徴

特 徴

伝導率が

極めて高い

高い殺菌

効果

高い乾燥力
低酸素

雰囲気

有機物の

低分子化

空気を過熱水蒸気で置換すると

不活性ガスと同様の無酸素状態と

なるため、材料の酸化が防止できる。

過熱水蒸気の熱伝導は、「熱伝導」＋「放射」＋「凝縮伝達」

の複合で行われるので、熱風などに比べ、伝熱性が高い。

材料表面への水分凝縮を利用した

急速過熱により殺菌効果が高い。

約170 ℃以上では蒸発速度が空気よりも速く、

熱風よりも短時間で乾燥できる。

過熱蒸気の水分と熱による加水分解で

有機物を低分子化してガス化できる。

特 徴



｜ ３. 加熱メカニズム

過熱水蒸気

kcal/m3

加熱空気

kcal/m3
熱容量比較

150度 336 26 13倍

230度 298 35 8倍

300度 275 41 6.5倍

過熱水蒸気と加熱空気のエネルギー比較

「輻射伝熱」・「対流伝熱」・「凝縮伝熱」の併せ技で加熱

出所：大阪府立大学
（図・表とも）



｜ ４. 主な用途

低酸素状態で加工するので、油等の酸化や

ビタミンCの酸化破壊が抑えられるという

メリットがある。過熱水蒸気を使うと、ガ

スで加熱した場合に比べ、酸化具合は半分

程度に抑えられている。

殺菌

穀物などの食材の表面に付着している菌

を短時間（数秒～0コンマ数秒）で殺菌

でき、食材の賞味期限を格段に延ばすこ

とが可能に

食品加工

乾燥

含水率の高い食品や汚泥などの廃棄物

の乾燥処理に使われている。過熱水蒸

気は熱伝導率が高いため、熱風乾燥に

比べて短時間で乾燥できるというメ

リットがある。廃棄物の乾燥は主に減

容化に利用されるが、生ごみを乾燥し、

家畜の飼料にしている例もある。

廃棄物の資源化

動物の骨、貝殻等を過熱水蒸気で処理す

ることにより、純度の高い炭酸カルシウ

ム、及びリン酸カルシウムを生成でき、

産業資材として再利用可能となる



｜５. 実験例－① 豚骨実験

温度：350℃

空気：4.05

ガス ：1.37

水量：4.65(24L/h)

水圧：0.7 

従来の蒸気発生量の約1.7倍での仕事量における変化は20分では乾燥状態が良好。骨粉

が手で砕ける状態になる。右側15分の状態は油分が少し残る状態。どちらも、従来の仕事量

に比べ、明らかに勝っている。

【左／20分】 【右／15分】



｜実験例－② 廃豚骨肥料化－飼料化サンプル比較

【従来乾燥】
温度：100℃ 
時間：6時間

【過熱水蒸気ガス乾燥】
温度：250℃ 
時間：30分



｜実験例－③ 魚のあらの乾燥（ 飼料化実験）

【左／20分】

鰯（内臓、骨、皮等）

②温度：350℃
時間：15分

①温度：250℃
時間：30分

②を粉砕したモノ



｜実験例－④ 牡蠣ガラ実験

牡蠣表面 牡蠣内面

形状は維持されたまま。但し手で握りつぷすこと
が容易で粉々になる。

ミキサーでパウダー化。焼成カルシウムの完成。
上段：過熱水蒸気ガス処理パウダー
下段：未焼成パウダー
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